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＜第５回 前林地域会議 会議録＞ 
 

日 時  令和８年８月２１日（金） １９︓００〜２０︓４０ 
場 所  前林交流館  多目的ホール 
出席者  委    員   １９名（欠席者１名） 

事  務  局   酒井支所長、青井副支所長、山口書記 
オブザーバー 日當市議、石川市議、長谷川交流館長 
        

１ 会長あいさつ（省略） 
 
２ 報告事項 

以下について、事務局から説明 
（１）第４回前林地域会議会議録について 
（２）商業機能の強化及び地域の身近な交流拠点を生かした地域の活性化促進事業の進捗に

ついて  
ア 商業機能の強化及び地域の身近な交流拠点を生かした地域の活性化促進事業 

  ① 夏休みの小学生向け区民会館開放 
   利用者数、当日の様子等について報告した。 
    ② テスト週間の中学生向け区民会館開放について  

９月１日（火）から開始し、生徒のタブレットときずなネットで周知を図ることを報  
告した。      

【補足】地域団体が「こどもの居場所づくり」を実施したい場合  
実施を希望する団体は、開始の 2 か月前までに高岡支所に相談してほしいことを報告
した。 

イ 安全・安心なまちづくり「交通安全対策事業」 
①移動式赤色回転灯を活用した交通安全啓発について  

   8 月の区長会で、移動式赤色回転灯の貸し出しについて情報提供したことを報告した。 
ウ 災害に強いまちづくり事業 

  ①豊田市と前林地域の企業との防災協定の締結状況について  
   8 月の区長会で、企業と防災協定を結ぶ際のひな形（参考様式）と豊田市と前林地域

内の企業が結ぶ「防災協定」の状況について情報提供したことを報告した。 
 エ 高岡 4 地域合同事業 

  ①【実績】「防災バスツアー名古屋大学減災館へ行こう︕」 
８月１日（土）に開催した防災バスツアーについて実施結果を報告した。 

 ②【案内】特殊詐欺防止講座の開催について 
１１月５日（木）開催予定の特殊詐欺防止講座について概要を報告した。 

 
 

 
３ 協議事項 
（１）地域課題解決事業の取組について 

以下について、事務局より説明 
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ア 令和９年度取組案について 
イ 安全のみどり線啓発に関する対応について 
＜委員より質問＞ 

抜け道となっている道路に巻看板をつける提案だが、対象は抜け道となっていて、かつみ
どり線が引いてある道路ということか。 

＜事務局より回答＞ 
対象はみどり線が引いてある道路である。抜け道となっている道路は例として挙げた。設
置箇所は今後の地域会議で協議して決めていく。 
⇒協議事項ア、イともに、反対意見なし。事務局の提案通り進めることとする。 

ウ 前林地域防災運動会について  
・実施内容案を事務局及び運営業務委託業者のサンデーフォークマネージメントから説明

した。 
＜委員より意見＞ 
 競技と防災体験コーナーを同時進行で実施すると観客が分散してしまうのではないか。 
＜事務局より回答＞ 
 同時進行で実施するが、競技会場の体育館との行き来がしやすいように体育館周辺で防

災体験コーナーを実施する予定である。また、競技終了後の炊出しふるまいの時間帯も
防災体験コーナーは実施する予定である。 

＜委員より意見＞ 
 参加人数が 400 人となっているが、このタイムスケジュールでは難しいのではないか。

運営側のスタッフもかなり必要だと思うが、運営スタッフはどのようにするのか。 
＜事務局より回答＞ 
 運営スタッフに関しては、サンデーフォークマネージメントにも数人お願いしているが、

中学生ボランティアや自主防災会にも一部お願いする可能性はある。 
＜委員より意見＞ 
 体育館での開催とあるが、以前自治区の運動会を堤小学校の体育館で実施した際に１５

０人弱の参加者だったが手狭だった。応援スペース等を考えると、体育館で収まるのか
不安に感じる。 

＜事務局より回答＞ 
 手狭ではあるが、天候等の様々なリスクを考えると体育館が良いと判断したので、レイ

アウト等これから調整し、検討していく。 
 
・防災運動会で行う競技案について、グループワークを実施。 

テーマ︓企画提案書【資料７】P7〜16 の防災競技案の中から防災運動会に最 
適な６種目を選択する。 

【発表】 
A グループ 
選択した種目 バケツボールリレー、担架搬送リレー、○✖クイズ、防災ポーズゲーム 
・新聞紙スリッパ作り、紙食器作りは常時開催の体験ブースを作り、参加したら点数を付

与する。 
・消防団ＰＲタイムで自助、共助、公助の中の共助の注意点を映像などでわかりやすく教
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えてもらう。 
・起震車等の防災体験ブースも体験したら点数を付与すれば、体験者が増えるのではない

か。 
Ｂグループ 
選択した種目 バケツボールリレー、担架搬送リレー、段ボールベッド作り、○✖クイズ、 

紙食器作り 
 Ｃグループ 

選択した種目 バケツボールリレー、担架搬送リレー、段ボールベッド作り、○✖クイズ、 
紙食器作り 

 ・バケツボールリレーや担架搬送リレーは、現実味が出るように少し重たいものを運べる
と良い。 

 ・○✖クイズは時間の調整ができるように問題を多く準備し、徐々にレベルをあげていって
はどうか。 

 ・各競技の準備時間をしっかりと確保する必要がある。 
 Ｄグループ 

選択した種目 バケツボールリレー、担架搬送リレー、防災持出品ゲーム、段ボールベッ
ド作り、○✖クイズ、新聞紙スリッパ作り 

・駒場と中田を一つのチームにし、全部で５チームとする。 
・景品や参加賞を何にするかが重要。 
・得点はシールで見えるようにしてほしい。体験時にもシールを配布し、チーム表に自分 

達で貼ってはどうか。 
 

 ⇒委員からの意見を元に、競技を決定し、チラシを作成する。 
 

４ 連絡事項 
 事務局から連絡 
（１）安全・安心なまちづくり「交通安全対策事業」 

8 月 29 日（土）開催の前林交流館キッズチャレンジフェスへの出展について  
 

★次回開催 ９月１８日（金) 午後７時〜   前林交流館 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 


